
平成２８年９月期の業績につきましては、
預金・貸出金ともに順調に増加しました。
特に貸出金残高につきましては、当行が
持つコンサルティング機能を発揮し、地域
のお客さまの資金ニーズに積極的にお応え
してまいりました結果、中小企業向け、個人
向け貸出ともに増加しております。

グラフ等に記載の計数および解説文中の計数は単位未満切捨て表示となっております。

（注）当行は主要な営業地域を千葉県内としておりますので、千葉県内の営業店舗の合計計数を「県内」計数として表示して
おります。

業績のご報告(単体)

総預金残高
総預金残高は、個人預金の増加などから前年同期比１７６億円
増加し、２兆４,１４３億円となりました。

24,500
（億円） 総預金うち県内総預金

24,000

23,500

0
平成２８年
９月末

平成２７年
９月末

平成２８年
３月末

※総預金残高には譲渡性預金を
　含めております。 ２４,１４３

２３,９８８

２４,０４０

２３,８８９２３,８２４

２３,９６６

預り資産
マーケット環境が不安定であったことから資産運用商品は、
全般的に伸び悩みましたが、年金保険等は前年同期比１７１億円
増加の１,６０６億円となりました。

3,000

2,000

1,000

0

（億円） 国債 投資
信託

外貨
預金

年金
保険等

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

平成２８年
３月末

189

１，０42

114

１,434

157

1，009

115

1,606

１72

１，066

123

１,553

START
平成28年4月、
コンサルティング考動プロジェクト2019
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業績のご報告(単体)

貸出金残高
貸出金残高は、前年同期比６６２億円と大幅に増加し、１兆９,４２６
億円となりました。そのほとんどを県内の企業や個人のお客さま
への貸出しに向けております。

20,000

19,000

18,000

0

（億円）

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

平成２８年
３月末

貸出金うち県内貸出金

１８,７６３
１８,９３１

１９,１４３

１８,６６９
１８,３０５

１９,４２６

中小企業向け貸出金残高
中小企業向け貸出金残高は、前年同期比２１５億円増加し、９,５０５
億円となりました。

9,800

9,400

9,000

0

（億円）

平成２８年
９月末

平成２８年
３月末

うち県内中小企業向け
貸出金

中小企業向け
貸出金

平成２７年
９月末

９,４０６

　９,１２１

９,５05

　９,２07

９,２９０

９,０１４

住宅ローン残高
住宅ローン残高は、住宅販売会社との連携強化等により、前年
同期比４６４億円増加し、６,９７１億円となりました。

7,000

6,500

6,000

0

（億円）

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

平成２８年
３月末

６,９７１
６,８０７

６,５０７
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業績のご報告(単体)

コア業務純益・経常利益
貸出金残高は順調に増加したものの、利回りが低下したため、
資金利益は減少しました。
これにより、コア業務純益は、前年同期比１４億３４百万円減少

し、３７億２百万円となりました。
また、経常利益は、前年同期比１１億８１百万円減少し、４８億

７２百万円となりました。

コア業務純益
国債等債券
関係損益－一般貸倒引当金

繰入前の業務純益

コア業務純益 経常利益

5,000

3,000

7,000

0

（百万円）

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

５,１３７

　６,０５３

３,７０２

　４,８７２４,９７７
５,００３

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前の業務純益）は、前年
同期比７億２７百万円減少し、４２億２３百万円となりました。
中間純利益は、前年同期比１０億４３百万円減少の３４億２０百万円

となりました。
その結果、ＲＯＥ（株主資本利益率）は、実質業務純益ベースで
前年同期比１．７２ポイントの減少となりました。

実質業務純益・中間純利益・
ＲＯＥ（株主資本利益率）

ROE（株主資本利益率）：実質業務純益ベース
ROE（株主資本利益率）＝実質業務純益÷純資産の部合計平残×１００
値が大きいほど株式資本の「収益性」が高いことを示しています。

5,500

4,500

3,500

0

（百万円）

平成２６年
９月末

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

9.0 

6.0

3.0

（％）

0

実質業務純益
中間純利益

ＲＯＥ実質業務純益ベース

５,０３０ ４,９５０
４,４６４

４,２２３
　３,４２０

４,２２２

８．６３
８．１１

６．３９

自己資本比率（バーゼルⅢ）
自己資本比率は、平成２８年３月末比０．０６ポイント上昇し、８．７０％

となりました。
12.0

0

（％）

4.0

8.0

平成２８年
３月末

平成２７年
９月末

平成２８年
９月末

国内
基準

８．６４８．８１ ８．７０

開示債権比率（金融再生法基準）
お取引先企業と強固なリレーションを構築し、課題解決への
支援に取組んだ結果、金融再生法基準の開示債権比率は、平成
２８年３月末比０．０５ポイント減少の１．６４％、正常債権を除いた
「開示債権」の残高は、平成２８年３月末比６億円減少の３２６億円
となりました。

400

300

開示債権残高開示債権比率
500

0

（億円）
2.5

1.5

0.5

（％）

0
平成２７年
９月末

平成２８年
３月末

平成２８年
９月末

１．８７
１．６９

３３３

１．６４

３２６
３６１

平成２６年
９月末

コア業務純益 ＝
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